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1 は じめ に

ア プ類 の 成 虫 は 、 気 温 が 高 く 日射 に曝 され

る条 件 で は 、吸 水 が行 え な い と飛 翔 不能 な状

態 に陥 り死 に 至 る こ と もあ る。 草 地 を 中心 に

吸 血 活 動 を行 う種 類 は 、 寄 主 探 索 中 に 日射 に

曝 され や す く、吸 水 の 可 否 は個 体 の維 持 に重

要 な 問題 とな る と考 え られ る。 この た め 、 主

と して草 地 で活 動 す るア プ 類 の成 虫 が どの よ

うな 場 所 で 吸 水 を行 つ て い るか調 べ る と と く)

に 、吸 水 場 所 選 択 の 手 が か りに な っ て い る要

因 に つ い て検 討 を行 つ た 。

2試 験 方法

(1)野 外 にお け る吸 水 場 所

1994年 に 畜 産 草 地 研 究 所 (西 那 須 野 町 )の
放 牧 草 地 に 隣接 す る ア ス フ アル ト路 面及 び 庇

蔭 林 の 林縁 に あ る砂 地 へ飛 来 し吸 水 及 び 前 肢

で 地 面 を探 査 した ア プ の 種 類 と個 体 数 を 、 草

地 内 の 草表 面 に水 分 が無 い 場 合 と有 る場 合 で

比 較 した。 飛 来個 体 数 の 計 数 は各 条 件 で 同時

に 1時 間行 つ た。 ま た 、 ア ス フ ァル ト路 面 に

飛 来 した 個 体 に対 して 前 肢 付 近 に撒 水 し、 吸

水 を行 うか ど うか を観 察 した。

1996年 に畜 産 草 地研 究 所 、 1997～ 2003年 に

東 北農 業 研 究 セ ン ター (盛 岡 市 )の 放 牧 地 草
地 及 び そ の 周 辺 で 吸 水 及 び 前 肢 に よ る探 査 が

観 察 され た ア プ の種 類 とそ の場 所 を草 地 内 の

水 分 条 件 と と もに記 録 した。

(2)地 表 条 件 に よ る選 択 試 験
1994年 に 、 ア プ 類 が 水 の有 無 を認 識 して 飛

来 す るの か を調 べ る た め 、 ア ス フ ァル ト上 に

181n× 1 8inの 区 画 を 2区 画 隣接 して設 け 、

片 方 に水 を撒 き (撒 水 区 )、 他 の 区 画 を対 照

区 と して 、 両 区 に飛 来 す る ニ ッポ ン シ ロ フ ア

プ の個 体 数 を 比較 した。 ま た 、一 方 の 区画 に

青 、銀 、 茶 色 の シー トを敷 き 、水 を撤 か な い

ア ス フ ァル ト区 と飛 来数 を比 較 した。

3試 験 結 果 及 び考 察

(1)野 外 にお け る吸 水 場 所
ア ス フ ァル ト路 面 と砂 地 の 比 較 で は 、 ウ シ

ア プ 、 ア カ ウシア ブ 、 シ ロ フ ア プ 、 ヤ マ トア

ブ 、 ア オ コア プ は 草 地 内 の 草 表 面 の 水 分 有無

に か か わ らず 砂 地 に だ け 飛 来 した の に対 し、

主 と して 草 地 で 活 動 す る ニ ッポ ン シ ロフア プ

は 草 地 内 の 草 上 に 水 分 が あ る場 合 は 草 Lで の

吸 水 が観 察 され 、 草 地 周 辺 へ の 飛 来 は な か っ

く、草 の 表 面 が 乾 い て い る場 合 に 、砂 地 及 び 、

ア ス フ ァル ト路 面 へ 飛 来 した (表 1)。 路 面

に 降 りた 個 体 は 前 脚 で路 面 を探 査 し続 け 、 半

数 以 上 の 個 体 が飛 翔 不 能 に陥 りそ の ま ま 死 に

至 っ た。 ま た 、飛 来 した個 体 の性 別 は雌 が 有

意 に 多 か つ た (表 2)。 路 面 を探 査 して い る

個 体 の 前 脚 付 近 に水 を与 え る と、 す べ て の 個

体 が 吸 水 し飛 び 去 っ た。 これ よ り、 ア プ 類 の

砂 地 や ア ス フ ァル ト路 面 へ の 飛 来 は 吸 水 の た

め と考 え られ た。 ニ ッポ ン シ ロ フ ア プ の雌 が

雄 よ りも多 くア ス フ ァル ト路 面 に飛 来 した の

は 、雌 は 草 地 内 で 吸 血 対 象 動 物 の 探 索 を行 う

た め雄 よ りも水 分 欠 乏 に陥 りや す く、最 寄 り

の吸 水 場 所 と して 草 地 に 隣接 す る ア ス フ アル

ト路 面 を選 択 した た め と考 え られ た。

1996～ 2003年 の 観 察 に お い て も、 ニ ッポ ン

シ ロ フ ア プ が 草 地 外 で吸 水 行 動 を行 った の は

草 地 内 が 乾 燥 して い る と き に 限 られ た の に 対

し、他 の 種 類 は 草 地 内の 条 件 に か か わ らず 、

草 地 周 辺 の 林床 、 林 縁 部 の砂 地 で 吸 水 行 動 を

行 い 、 ア ス フ ァル トヘ の 飛 来 は観 察 され な か

つ た (表 3)。 ま た 各 種 ア プ は 乾 燥 した砂 地

へ も飛 来 し、 前肢 に よ る探 索 を行 つた。

(2)地 表 条 件 に よ る選 択 試 験
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撒 水 区 と対 照 区 の 間 に飛 来 個 体 数 の差 は な

か つ た。 撒 水 区 に飛 来 した す べ て の 個体 は吸

水 後 飛 び 去 っ た が 、無 水 区 に飛 来 した 個 体 は

す べ て 死 亡 した (表 4)。 ア ス フ ァル トと シ

ー トの 比 較 で は 、 ア ス フ ァル ト面 に は飛 来 し

た が シー ト上 に は飛 来 しな か つた。 (表 5).
ニ ッポ ン シ ロ フア プ は水 の 有 無 に か か わ らず

ア ス フ ァル ト路 面 を吸 水 場 所 と して 選 択 した

もの と考 え られ た。

4 ま とめ

ア プ各 種 が 、水 分 の有 無 に か か わ らず 、 ア

ニッポンシロフアプ

シロフアプ

ウシアプ

アカウシアプ

ヤマ トアブ

アオコアブ

放牧草地から約10m離れた湿つた林縁の砂地及び草地に隣接するア

スファル ト舗装路20mの 区間へ飛来した個体数。

表 3 種類ごとの野外で吸水行動が観察された場所

ス フ ァ ル ト路 面 や 砂 地 に飛 来 した こ とか ら、

ア ブ類 は灰 色の 地 面 を水 の 有 無 に か か わ らず

吸 水 場 所 と して選 択 して い る と考 え られ た 。

主 に 草 地 で吸 血 活 動 を行 うニ ッポ ン シ ロ フ

ア ブ で は 、 草 地 内 の 卓 の 表 面が 乾 燥 して 吸 水

が で き な い 場 合 は 、 林 内 や 湿 地 も活 動 圏 とす

る種 類 と比 較 して 水 分 欠 乏 に陥 りや す く、 吸

水 場 所 の 誤 認 に よ つ て 死 亡す る場 合 が 多 い t)

の と考 え られ た。

表1草地内の草表面の水の有無とアプ類各種の水場への飛来状況

草表面の水分     無 し         有り

&!ffi rzzztvl 69r&.7 77 r tv t 性別 飛来個体数  飛来後状況

表2アスファルト上に飛来したニッポン
シロフアプの性別と飛来後の状況
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種精         吸フk行動の観察 された場所

ニッポンシロフアプ  草地内の草上、周囲の裸地・林縁・林床の砂地及び植物上、アスファル ト路面

キノンタンロフアプ  草地内の草上、周囲の裸地・林縁 林床の砂地
フタスジアプ     草地内の草上、周囲の裸地の砂地

ンヤ~シ~ア ブ
シロフアプ

ウシアプ

アカウシアプ

ヤマ トアプ
アオコアプ
キンイロアプ

草地内の草上、周囲の裸地・林縁・林床の砂地及び植物上

草地内の草上、周囲の裸地・林縁の砂地

周囲の裸地・林縁・林床の砂地

周囲の裸地・林縁の砂地

周囲の林縁・林床の砂地

周囲の林縁・林床の砂地
周囲の林床の砂地

ニッポンシロフアプは草地内の草上が乾燥したときのみ、他の場所で吸水行動を行つた。

その他の種類は草地の条件によらず、草地外の場所で観察された。

表 4ア スフアル ト上に設置 した無水区と撒水
区へのニッポンシロフアブ飛来個体数

無水区    _撒 水区

表 5 アスフアル ト路面と各色シー トの
ニッポンシロフアプ飛来数比較

1回 目
2回 目
3回 目

合計

5(0)
8(0)
4(0)

17(0)

3( 3)

9( 9)

6( 6)

18(18)

飛来個体数

7:0

6:0

6:0

試験区組み合わせ

アスファル ト :青色シー ト

アスファル ト :銀色シー ト

アスファル ト :茶色シー ト

各国 1時間の観察。 0内 は飛去数
飛来数は両区の間に有意差無し。

シー トを設置 し 1時間に両区に飛来 した個体数
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